
54　  INNERVISION (30・1) 2015

　医学生の履修項目の中に人体解剖学，
画像解剖学，画像診断学がある。画像診
断学は，臨床的判断を行うために欠かせ
ない重要な情報を得ることのできるツール
となる。よって，医学を学ぶ上で，また，
卒後臨床教育の多くの場面で画像診断学
の習得が求められる。すなわち，それは人
体解剖学の実地応用であり，当然のこと
ながら人体解剖学の知識を必要とする。
しかし，知識だけで応用理解ができるわけ
ではない。単純X線写真やCT，MRI，血
管造影検査などの各種画像診断法の特徴
を把握することが必要であり，その上で人
体解剖学の知識を画像に適用させていか
なくてはならない。
　近年の進歩したCT，MRIでは，三次
元ボリュームを持った人体の画像データ
が容易に得られるようになった。画像デー
タには多くの画像情報が含まれている。画
像解析装置であるワークステーションを活
用することで，画像データから三次元画
像を構築することが可能となり，臓器の
内部構造を多断面で確認でき，立体的な
解剖学的情報を把握しうる。人体をさま
ざまな角度から眺めることができ，多断面
で見ることができるようになると，苦労し
て人体解剖学を理解する必要はないかも
しれないと考える学生も出てくるであろう。
しかし，人体解剖学の知識に基づいて正
常構造を理解しなければ，読影しようとす
る臨床画像の中に含まれる異常所見を検
出することは困難である。
　聖マリアンナ医科大学では，医学生が
読影端末を操作しながら単純X線写真や
CT，MRIなどの臨床画像を用いて画像診

断演習を行う形式の授業を行っている。
その演習を通じて，人体の正常画像解剖
の復習を行い，種々の病態画像を学ぶ機
会を設けている。本稿ではその現状を解
説し，初学者に画像を理解させるための
試みについて報告する。

人体解剖学の理解

　画像診断を行うためには人体解剖学
の知識が必要である。これは単に構造の
名前当てクイズとしての知識ではなく，
構造の連続性や位置関係，さらには“あ
るべき構造”と“あるはずのない構造”
の区別を行うことが求められる。それら
がわかって初めて，病態を読むことがで
きるようになる。このようなことは放射
線診断医であれば誰でも当たり前のこと
であるが，学生にとっては，そのような
プロセスを理解することは難しい。診断
する臨床画像には病変そのものが映し出
されていると思っているからである。病
変を検出し読み解くために，まず正常構
造を読み出させる作業を行う必要がある。
　学生に画像を見せて“これは何でしょ
う？”という質問をしても，簡単には正
答にたどり着かない。この時，そんなこ
とも知らないのか？　と思ってはいけな
いと自分に言い聞かせている。人体解剖
学を学んだ彼らは体内構造物そのものを
知らないのではなく，自分の知っている
構造物が，画像ではどのように見えるか
を知らないだけである。彼らがかつて使っ
た人体解剖の教科書やアトラスを用いな
がら，それらがどのように画像に映し出

されているかを理解させる。それを理解
できるようになると，次第に応用が効く
ようになってくる。また，既存構造物そ
のものが見えるだけではなく，気管には
空気が含まれ，血管には血液（水）が含
まれている，というような性質の違いも
現れることがわかってくる。それとともに，
人体解剖学実習で解剖した時の感触（硬
さや弾力性など）を思い出させるように
すると，診断画像の中に生きている人を
見ることができるようになってくる。

画像解剖学

　画像解剖学は，人体解剖学から画像
診断学への架け橋的な役割を担っている。
画像を軸として人体解剖学を違う側面か
ら見つめ直すような授業は，本来全員に
行うことができればよいのであるが，実際
にはなかなか難しい。学生ごとに理解の
スピードが異なるからである。そのため，
授業は15名の少人数制で，学生との対
話を重視している。具体的な正常画像あ
るいは臨床画像を提示しながら解説を加
え，読み取れるものが何かということを考
えさせ，口に出して表現することで確認
させるようにしている。自分の言葉で表
現することが，何より考える力を養う学
習につながるからである。このような学習
形態は，残念ながら大教室で行うことは
できないのが現状である。グループ学習
などを取り入れることにより，将来的に
は大人数に応用できればと考えている。
　画像の中に構造をある程度読み解く
ことができるようになったら，次にめざ
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